
カラス カン ナ ガワ

烏・神流川だより
ラスカー君 カンナちゃん

国土交通省 高崎河川国道事務所

第 ３５ 号 Ｈ１８．３．２７

★★ 第１９回 サケの稚魚放流第１９回 サケの稚魚放流
生命の尊さに理解を深めることと河川愛護思想の啓発を目的に始められた『僕らのサケを育

てる会』は青年会議所のメンバーで結成され、この放流事業は今回で１９回目となりました。

平成１８年３月４日（土） 和田橋下、烏川河川敷にて
『サケの稚魚放流式典』



問題ピックアップ

○サケはふる里の川に戻ってくるといわれているが、約何年後位に遡上するのか？
◯昨年、利根大関に遡上したサケの数は約何匹位？
◯トイレットペ－パ－１ロール作るのに牛乳ﾊﾟｯｸ何枚位必要？
◯家庭排水のコップ１杯の汚水を浄化させるにはどの位の水が必要か？
○２００２年南極で氷の溶けた面積はどちらの県（鳥取県・静岡県）と同じ位？

小学生には回答にかなり難しい問題もありましたが、見事にクリアしてヘリコプター乗車を
獲得した子供達が壇上に並びました。

いよいよ稚魚の放流ですさあ、

、昨年１２月５日に２００個の有精卵をもらい受け事務所１Ｆロビーで大事に飼育した稚魚も
１８０匹くらいが元気に成長しました。飼育記録は事務所 で順次紹介しておりましたが、HP
大きなものは５～６㎝となり、元気に泳いでいました。
現地に持ち寄られたサケの稚魚は大きさ、色も違いがあり、育てた環境によるもと思われま

す。事務所飼育の稚魚は大きい方でしたが、色は白っぽく、放流した後も「あれが事務所の稚
魚だね！」等と目で追い「元気で戻ってくるのよ！ 「頑張って！」と、応援しながら４年後」
を楽しみに放流しました。



平成１７年度　河川水辺の国勢調査結果速報

　調査時期は、夏季（７月２５日～８月２日），秋季（１１月２１日～２３日），
春季（平成１８年３月７日～９日）の３季調査を実施しました。
　また、調査箇所は、烏川の神流川合流点，鏑川合流点，和田橋上流，
神流川の普門寺付近の４箇所で実施しました。

　高崎河川国道事務所では、平成１７年度も烏・神流川の管理区域で
「河川水辺の国勢調査※」を実施しています。
　なお、今年度は、魚介類調査を実施しました。その結果について、概
要を報告します。

※「河川水辺の国勢調査」
　　河川を環境という観点からとらえた定期的、継続的、統一的な河　川に関する基礎情報の
　収集整備を図ることを目的とする調査。
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調査結果

　烏・神流川の魚類の割合は、下記のグラフのような分布でした。
　前回（平成１２年実施）と比較しても、生息種数及び個体数についてあ
まり大きな変化は見られませんでした。
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　神流川合流点では、秋季の調査
時には、サケの遡上も確認されて
います。


